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教育のカリキュラムとが相互に関連 し合 うよ う体系化
を図ることが求められている。




































構成を維持 したまま、さ らに3分野にわたるコア ・カリ






2 Center for Interdisciplinary Studies, University of Fukui
(2)については、COC事業申請の段階で、共通教育に
おいてすでにアクティブ・ラーニング科 目23科目が開
講されており、これを平成29年度までに27科目に拡大
することが基本的な 目標とされている。ただ し、申請書
で列挙された科 目については、アクティブ・ラーニング
科目の内実を伴 っているか否かを再検証することが必
要である。また、アクティブ・ラーニング科目は教員側の
負担も一般的に大きくなるため、今後の科目数拡大にあ
たっては、教員組織による大きな努力が必要となること
が予想される。
(3)の語学教育の刷新については、すでに平成25年度
から工学部1年次生を対象と して、共通教育における英
語の授業時間数の倍増、少人数クラス化、TOEICの成績
等を基準と した習熟度別クラス編成等の改革が開始さ
れている。平成26年度には、同様の改革が教育地域科学
部1年次生に対 しても拡大され、平成27年度には両学
部の1、2年次生を対象とした英語教育改革が一応の完
成を見ることになる。ただ し、TOEICテス トの円滑な実
施方法、語学関係教員全体の協力体制の整備、語学セン
ターの中長期的な安定的運営をどのように確保 してい
くか等、なお検討を要する課題が残っている。
以上のように、共通教育から見た場合、今回のCOC事
業は(1)を中心に必然的に大きな改革につながるもので
あり、それを実現するためには全学的な推進組織体制を
構築することが不可欠な状況とな っている。この点に関
しては、寺岡教育 ・学生担当副学長を中心として検討が
進め られ、平成25年11月に、教育改革推進特別会議教
育改革ワーキング・グループの下に三学部から選出され
た委員 によって構成される共通教育作業部会が設置さ
れた。今後、同作業部会、共通教育委員会及び各学部での
議論が進むにつれて、平成26年度は共通教育改革が本
格化する年になると予想される。
